
リスク・コミュニケーション工学を活用した復興学による浪江町創成 I

～イノベーション・コースト構想の実現に向けて～

【連絡先】 東京工業大学先導原子力工学研究所 木倉宏成、TEL:03-5734-3058、E-mail: kikura@lane.iir.titech.ac.jp

東京工業大学 先導原子力研究所 木倉宏成 高橋秀治 Zhang weichen 竹下健二

原子力災害からの復興には放射線による住民の健康被害へのリスクをいかにバック
グランドレベルのリスクと同等に出来るかが最大の課題である。安全・安心のリスク
管理手法を火急的速やかに適用することができれば早期に復興が可能であるが、その
ためには十分なる学術基盤研究に基づく、新しい学問領域としての「リスク・コミュ
ニケーション工学」の開発が必須である。
本事業では、福島県浪江町と連携して福島の復興へ向けて、現地で他大学や他研究

機関と協働で取り組み、これをもとに、知の実践を進め、大学等のネットワークを活
用して知の集積を図ると共に、リスク・コミュニケーション工学に、除染科学、ロボ
ット計測工学を融合して「福島復興学」という新しい学問領域を実学として構築し大
学院生実習や小中学校ICT教育支援、理科・文化・ロボット教室支援などを通して人材
育成を行い、地域企業や地域自治体と協力して産業振興に資することを目的とする。
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福島イノベーション・コースト構想「第2回福島復興学ワークショップ」、福島県いわき市、平成30年8月6日
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事業概要
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過去の取組の例
（東京都大田区小学校
での 東工大の「理科教育振興支援」
基金による理科教育活動
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リスク・コミュニケーション工学

リスク：
「機能損傷の発生頻度×検知難易度×影響度」等

研究者や復興事業者が、地域の行政や住民とリスク
情報やリスクに関連する数値を共有し、数値の透明
性や中立性について意見交換して相互理解を深め、
工学的にどのような因子によって、どのように変化
するのか、その結果リスクにどのように影響するの
か、リスクに対する責任を共有して信頼を構築して
行くことが必要。
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(b) 超音波探傷による実習のイメージ
（出典：発電技術検査協会）

(a) ロボット計測による実習のイメージ
（文部科学省 英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業
「廃止措置高度人材育成と基盤研究の深化」におけるJAEA楢葉

遠隔技術開発センターでの学生実験の写真）


